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秋田県拠点では、管内農業者及び
関係者等の方々の地域活性化に向
けた最新の取組を紹介します。
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秋田市の「株式会社上新城ノーザンビレッジ」は、平成
26年１月にプロバスケットボールチーム「秋田ノーザンハ
ピネッツ」と秋田市上新城地区の地元住民有志が「農業を
中心とした地域の活性化を図ろう」と立ち上げた農業法人
です。

廃校となった旧上新城中学校校舎を活動の拠点として、
地域資源を活用した農産物の加工、大学生と連携して行な
う農作業体験、地元小学生を対象とした食育活動、ノーザ
ンハピネッツと地元住民との交流など様々な交流活動を展
開しています。
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唯一の社員 柳 智仁さん

（東京都出身）

りゅう ちいん
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平成２６年の冬、農地も経験も「ゼロ」からスタートした「株式会社 上新城ノーザンビレッジ」。若い力がグランドを畑にすることから

始まった活動も３年目の冬を迎える。
ただ単に農業を生業とするのではなく、地域住民はもとより地元小学生や近隣の大学生、そしてプロバスケットボールクラブなど様々な

人たちとの交流を通じて、地元資源や農業のすばらしさを発信できたらとの思いが活動の大きな柱となっているようです。
初めての農作業で植えたピンク色のブルーベリー「ピンクレモネード」でグランド一面がピンク色に染まる日を楽しみにしています。

問合せ先：東北農政局秋田県拠点 地方参事官室 第１班 佐藤・草薙 ℡018 -862 -5611
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地
区
で
十
五
年
も
続
い
て
き
た
「
そ
ば
を
愛
で
る
会
」
を
引
き
継
ぎ
、

そ
ば
作
り
体
験
「
そ
ば
を
楽
し
む
会
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
で
栽
培
・
収
穫
さ
れ
た
ソ
バ
の
実
を
お
客
さ
ん
自
ら
が
石
臼
で
挽

き
、
そ
の
そ
ば
粉
で
作
っ
た
そ
ば
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
毎
回
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

地
元
小
学
校
の
学
校
給
食
用
と
し
て
、
無
農
薬
・
無
肥
料
で
生
産
し
た

野
菜
を
納
入
し
て
お
り
、
そ
の
野
菜
を
使
っ
た
カ
レ
ー
給
食
の
日
に
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
の
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
選
手
を
招
き
、
子
供
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
農
作
業
体
験
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

[
]

[
]

[
]

上新城ノーザンビレッジは、平成26年10月に六次産業化・地産

地消法に基づく認定事業に「自社生産した無農薬・無肥料栽培の果

実、野菜等を活用した加工品（乾燥果実）及びレストランメニュー

（カレー、ピザ、ドーナツ等）を製造・提供することにより、経営

の多角化・安定化に取り組み農業経営の改善を図る。」こととした

事業計画を提出し認定を受けました。

今後は、こうした計画に基づき事業展開をしていくこととしてい

ます。

毎
年
、
一
〇
月
下
旬
に
「
新
米

フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
、
秋
田
市
な
ど

で
収
穫
さ
れ
た
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

「
め
ん
こ
い
な
」
な
ど
を
食
べ
比
べ

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
ご
と
に
「
比
内
地
鶏
の
卵
」

の
卵
か
け
ご
飯
や
仙
北
市
の
西
明
寺

栗
を
使
っ
た
「
栗
ご
は
ん
」
な
ど
の

ほ
か
、
地
元
主
婦
の
手
製
煮
物
や
漬

物
な
ど
で
来
場
者
に
お
も
て
な
し
を

し
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ス
で
は
地
域
住
民
の
ほ
か
秋

田
大
学
生
の
「
地
域
貢
献
サ
ー
ク

ル
」
の
皆
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
な
ど

秋
田
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
組
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
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